
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】低侵襲処置及び膝全体又は一部の関節形成を実

行するために膝関節に接近するための対応する装置を提

供する。

【解決手段】脛骨結節の骨切りを実行する方法は、脛骨

結節の骨の一部を脛骨結節の残りの部分から切断するこ

と、膝蓋靭帯の少なくとも一部が該骨の一部に付着され

ていることを含んでいる。脛骨結節の骨の一部は、膝蓋

靭帯が骨の一部に付着されたままであるように、脛骨結

節の残りの部分から分離される。外科的処置を終了した

後、脛骨結節の分離された骨の一部は、脛骨結節の残り

の部分に再度取り付けられる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 室 を 定 め る 内 面 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 該 室 に 連 通 す る 開 口 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ
と 、
　 基 端 部 及 び 対 向 す る 末 端 部 を 有 す る 第 １ の 並 進 移 動 ア ー ム で あ っ て 、 基 端 部 が ハ ウ ジ ン
グ の 室 内 に 配 置 さ れ 、 末 端 部 が ハ ウ ジ ン グ を 越 え て 自 由 に 延 在 す る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ の
開 口 を 貫 通 す る 第 １ の 並 進 移 動 ア ー ム と 、
　 基 端 部 及 び 対 向 す る 末 端 部 を 有 す る 第 ２ の 並 進 移 動 ア ー ム で あ っ て 、 基 端 部 が ハ ウ ジ ン
グ の 室 内 に 配 置 さ れ 、 末 端 部 が ハ ウ ジ ン グ を 越 え て 自 由 に 延 在 す る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ の
開 口 を 貫 通 す る 第 ２ の 並 進 移 動 ア ー ム と 、
　 各 並 進 移 動 ア ー ム の 末 端 部 に 配 置 さ れ て い る 切 断 ダ イ で あ っ て 、 相 補 的 な 形 状 を 有 し 、
対 向 し て 向 き 合 っ て い る 切 断 ダ イ と 、
　 第 １ 及 び 第 ２ の 並 進 移 動 ア ー ム の 少 な く と も 一 方 を 他 方 に 向 け て 選 択 的 に 前 進 さ せ る 手
段 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 骨 用 ダ イ ・ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 各 ダ イ は 、 尖 っ た 端 縁 で 終 わ っ て い る 刃 を 備 え 、 尖 っ た 端 縁 は 、 垂 直 に 半 分 に 切 っ た ハ
ー ト の 図 形 を 持 つ 外 面 の 輪 郭 に 略 対 応 す る 輪 郭 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
さ れ る 骨 用 ダ イ ・ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 ダ イ は 、 外 側 に 突 出 す る 刃 を 備 え 、 該 ダ イ は 、 刃 が 合 わ せ ら れ る と き 、 該 刃 が 角 度 を
な し て 交 差 す る よ う に 、 位 置 決 め さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 さ れ る 骨 用 ダ イ
・ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ハ ウ ジ ン グ に 調 節 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 第 １ 及 び 第 ２ の 並 進 移 動 ア ー ム の 間 で 突 出 し て
い る ス ペ ー サ を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 さ れ る 骨 用 ダ イ ・ カ ッ タ ー
。
【 請 求 項 ５ 】
　 ス ペ ー サ は 、 ハ ウ ジ ン グ と ネ ジ 係 合 す る ボ ル ト を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記
載 さ れ る 骨 用 ダ イ ・ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 各 並 進 移 動 ア ー ム は 、 末 端 面 を 有 し 、 前 記 各 切 断 ダ イ は 、 対 応 す る 並 進 移 動 ア ー ム
の 末 端 面 に 取 り 外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 さ れ る 骨 用 ダ
イ ・ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 各 並 進 移 動 ア ー ム の 末 端 面 は 、 別 個 の 対 応 す る 平 面 に 配 置 さ れ 、 該 平 面 は 、 約 ６ ０
° か ら 約 １ ２ ０ ° の 間 の 範 囲 内 に あ る 内 角 を 形 成 す る よ う に 、 交 差 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ６ に 記 載 さ れ る 骨 用 ダ イ ・ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 選 択 的 に 前 進 さ せ る 手 段 は 、 ネ ジ を 切 ら れ た シ ャ フ ト を 備 え 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の
並 進 移 動 ア ー ム の 基 端 部 が 、 該 シ ャ フ ト に 取 り 付 け ら れ 、 シ ャ フ ト の 選 択 的 回 動 が 、 第 １
及 び 第 ２ の 並 進 移 動 ア ー ム の 少 な く と も 一 方 を 他 方 に 向 け て 前 進 さ せ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 さ れ る 骨 用 ダ イ ・ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 ９ 】
　 第 １ の 軌 条 及 び 第 ２ の 軌 条 を 含 む ハ ウ ジ ン グ と 、
　 基 端 部 及 び 対 向 す る 末 端 部 を 有 す る 第 １ の 並 進 移 動 ア ー ム で あ っ て 、 第 １ の 並 進 移 動 ア
ー ム の 末 端 部 が ハ ウ ジ ン グ か ら 離 れ て 突 出 す る よ う に 、 第 １ の 軌 条 に 摺 動 可 能 に 係 合 し て
ハ ウ ジ ン グ に 取 り 付 け ら れ て い る 第 ２ の 並 進 移 動 ア ー ム と 、
　 基 端 部 及 び 対 向 す る 末 端 部 を 有 す る 第 ２ の 並 進 移 動 ア ー ム で あ っ て 、 第 ２ の 並 進 移 動 ア
ー ム の 末 端 部 が ハ ウ ジ ン グ か ら 離 れ て 突 出 す る よ う に 、 第 ２ の 軌 条 に 摺 動 可 能 に 係 合 し て
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ハ ウ ジ ン グ に 取 り 付 け ら れ て い る 第 ２ の 並 進 移 動 ア ー ム と 、
　 第 １ の 並 進 移 動 ア ー ム の 末 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 第 １ の ダ イ で あ っ て 、 第 １ の 外 側
に 突 出 す る 刃 を 含 ん で い る 第 １ の ダ イ と 、
　 第 ２ の 並 進 移 動 ア ー ム の 末 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 第 ２ の ダ イ で あ っ て 、 第 ２ の 外 側
に 突 出 す る 刃 を 含 ん で い る 第 ２ の ダ イ と 、
　 を 備 え 、
　 第 １ と 第 ２ の 軌 条 は 、 第 １ と 第 ２ の 刃 が 同 時 に 近 づ く よ う に 、 第 １ と 第 ２ の 並 進 移 動 ア
ー ム を お 互 い に 向 か っ て 案 内 す べ く 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 骨 用 ダ イ ・ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 室 を 定 め る 内 面 を 備 え 、 該 ハ ウ ジ ン グ は 、 室 に 連 通 す る 開 口 を 有 し
、 前 記 第 １ と 第 ２ の 並 進 移 動 ア ー ム の 基 端 部 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 室 内 に 配 置 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 さ れ る 骨 用 ダ イ ・ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 各 刃 は 、 尖 っ た 端 縁 で 終 わ っ て お り 、 該 尖 っ た 端 縁 は 、 垂 直 に 半 分 に 切 っ た ハ ー ト
の 図 形 を 持 つ 外 面 の 輪 郭 に 略 対 応 す る 輪 郭 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 さ れ
る 骨 用 ダ イ ・ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 各 ダ イ は 、 外 側 に 突 出 す る 刃 を 備 え 、 該 ダ イ は 、 刃 が 合 わ せ ら れ る と き 、 該 刃 が 角
度 を な し て 交 差 す る よ う に 、 位 置 決 め さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 さ れ る 骨 用
ダ イ ・ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 調 節 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 １ と 第 ２ の 並 進 移 動 ア ー ム の 間 に 突
出 す る ス ペ ー サ を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 さ れ る 骨 用 ダ イ ・ カ ッ タ
ー 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 並 進 移 動 ア ー ム の 少 な く と も 一 方 を 他 方 に 向 け て 選 択 的 に 前 進 さ せ
る 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 さ れ る 骨 用 ダ イ ・ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 選 択 的 に 前 進 さ せ る 手 段 は 、 ネ ジ を 切 ら れ た シ ャ フ ト を 含 み 、 シ ャ フ ト の 選 択 的 回
転 が 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 並 進 移 動 ア ー ム の 少 な く と も 一 方 を 他 方 に 向 け て 前 進 さ せ る よ う
に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 並 進 移 動 ア ー ム の 基 端 部 が 、 ネ ジ を 切 ら れ た シ ャ フ ト に 取 り 付 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 さ れ る 骨 用 ダ イ ・ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 骨 用 ダ イ ・ カ ッ タ ー で 骨 を 切 断 す る 方 法 で あ っ て 、
　 骨 の 少 な く と も 略 対 向 す る 側 に 、 相 補 的 切 断 ダ イ を 位 置 決 め し 、
　 切 断 ダ イ が 骨 か ら 該 骨 の 一 部 を 切 断 す る よ う に 、 切 断 ダ イ の 少 な く と も 一 方 を 他 方 に 向
け て 押 し や り 、
　 切 断 さ れ た 骨 の 一 部 を 骨 か ら 分 離 し 、 そ し て
　 切 断 さ れ た 骨 の 一 部 を 骨 に 再 取 付 け す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 切 断 さ れ た 骨 の 一 部 を 分 離 す る 行 為 が 、 骨 に 凹 ん だ ポ ケ ッ ト を 形 成 し 、 切 断 さ れ た
骨 の 一 部 が 、 該 凹 ん だ ポ ケ ッ ト に 再 取 付 け さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 さ れ
る 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 分 離 及 び 再 取 付 け の 行 為 の 間 に 外 科 的 処 置 を 実 行 す る 行 為 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 骨 は 、 脛 骨 結 節 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
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　 前 記 ダ イ 各 々 は 、 そ こ か ら 突 出 す る 刃 を 有 し 、 相 補 的 切 断 ダ イ を 位 置 決 め す る 行 為 が 、
刃 が 合 わ せ ら れ る と き 、 該 刃 が 角 度 を な し て 交 差 す る よ う に 、 ダ イ を 位 置 決 め す る こ と を
含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 脛 骨 結 節 の 骨 切 り を 実 行 す る 方 法 で あ っ て 、
　 脛 骨 結 節 の 骨 の 一 部 を 脛 骨 結 節 の 残 り の 部 分 か ら 切 断 し 、 膝 蓋 靭 帯 の 少 な く と も 一 部 が
該 骨 の 一 部 に 付 着 さ れ 、
　 膝 蓋 靭 帯 が 該 骨 の 一 部 に 付 着 さ れ た ま ま で あ る よ う に 、 前 記 脛 骨 結 節 の 骨 の 一 部 を 脛 骨
結 節 の 残 り の 部 分 か ら 分 離 し 、 そ し て
　 前 記 脛 骨 結 節 の 分 離 さ れ た 骨 の 一 部 を 脛 骨 結 節 の 残 り の 部 分 に 再 度 取 り 付 け る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 骨 の 一 部 を 切 断 す る 行 為 は 、 脛 骨 結 節 を 貫 通 し て 外 側 に 切 断 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 骨 の 一 部 を 切 断 す る 行 為 は 、 相 補 的 切 断 ダ イ を 脛 骨 結 節 の 対 向 す る 側 で 圧 縮 す る こ と を
含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 骨 の 一 部 を 切 断 す る 行 為 は 、 鋸 歯 に 脛 骨 結 節 を 貫 通 さ せ る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ １ に 記 載 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 脛 骨 結 節 は 、 基 端 部 と 対 向 す る 末 端 部 を 有 し 、 凹 ん だ ポ ケ ッ ト が 脛 骨 結 節 に 形 成 さ れ 、
該 凹 ん だ ポ ケ ッ ト が 脛 骨 結 節 の 基 端 部 に 向 け て 延 在 す る く り ぬ き 面 を 有 す る よ う に 、 骨 の
一 部 が 残 っ て い る 部 分 か ら 分 離 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 凹 ん だ ポ ケ ッ ト は 、 垂 直 に 半 分 に 切 っ た ハ ー ト の 図 形 を 持 つ 外 面 の 輪 郭 に 略 対 応 す
る 縦 方 向 の 断 面 輪 郭 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 さ れ る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 凹 ん だ ポ ケ ッ ト が 脛 骨 結 節 に 形 成 さ れ る よ う に 、 骨 の 一 部 が 残 っ て い る 部 分 か ら 分
離 さ れ 、 分 離 さ れ た 骨 の 一 部 を 再 度 取 り 付 け る 行 為 が 、 該 骨 の 一 部 を ポ ケ ッ ト に 戻 し て 挿
入 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 さ れ る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 膝 全 体 又 は 一 部 の 関 節 形 成 又 は そ の 他 の 膝 に 関 連 す る 低 侵 襲 手 術 の 一 部 と し
て 脛 骨 結 節 の 骨 切 り 方 法 を 実 行 す る こ と に よ り 、 膝 窩 に 外 科 的 に 接 近 す る 方 法 及 び 対 応 す
る 器 械 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 事 故 、 損 傷 、 又 は そ の ほ か の 原 因 の 結 果 と し て 、 膝 関 節 全 体 又 は 一 部 を 外 科 的 に 取 り 替
え る こ と が 時 に 必 要 と さ れ る 。 関 節 の 取 替 え は 、 関 節 形 成 と 言 わ れ て い る 。 従 来 の 膝 全 体
の 関 節 形 成 は 、 大 体 は 、 膝 関 節 を 横 切 っ て 伸 び る 脚 の 側 面 に 沿 っ て 典 型 的 に は 縦 に 延 在 す
る 比 較 的 長 い 切 開 を 必 要 と す る 。 従 来 の 技 法 、 器 械 及 び 移 植 片 の 使 用 を 許 す べ く 、 切 開 は
、 典 型 的 に は 、 膝 の 基 部 近 く ま で 、 さ ら に 筋 組 織 内 に ま で 至 る 。 一 般 に 、 切 開 が 長 く 、 切
断 さ れ る 筋 組 織 が 大 き い ほ ど 、 患 者 が 回 復 す る の に 長 い 時 間 を 要 し 、 感 染 の 可 能 性 が 大 き
く な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し た が っ て 、 必 要 と さ れ る こ と は 、 低 侵 襲 処 置 及 び 膝 全 体 又 は 一 部 の 関 節 形 成 を 実 行 す
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る た め に 膝 関 節 に 接 近 す る た め の 対 応 す る 装 置 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ て 、 本 発 明 の い ろ い ろ な 実 施 態 様 が 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 言 及 さ れ る 。 図 は 、 本 発
明 の 代 表 的 な 実 施 態 様 を 単 に 表 し て い る に 過 ぎ ず 、 し た が っ て 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の
と 看 做 さ れ る べ き で は な い こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 膝 全 体 又 は 一 部 の 関 節 形 成 又 は そ の 他 の 関 連 す る 低 侵 襲 手 術 の 一 部 と し て 、
膝 窩 に 接 近 す べ く 脛 骨 結 節 の 骨 切 り を 実 行 す る 方 法 及 び 対 応 す る 器 械 に 関 す る 。 限 定 す る
も の で は な い が 、 一 例 と し て 、 前 面 側 １ ２ を 有 す る 膝 １ ０ が 図 １ に 描 か れ て い る 。 膝 １ ０
は 、 約 ９ ０ 度 に 曲 げ ら れ て い る 。 約 １ ０ ｃ ｍ の 長 さ の 横 切 開 １ ４ が 、 脛 骨 粗 面 の 膝 １ ０ の
基 部 の 正 中 線 を 横 切 る 皮 膚 層 を 貫 通 し て 中 央 外 側 に （ mediolaterally） 成 さ れ て い る 。 図
２ に 描 か れ る よ う に 、 組 織 は 、 膝 蓋 靭 帯 １ ８ を 一 部 及 び 脛 骨 ２ ２ の 脛 骨 粗 面 ２ ０ を 見 せ て
収 縮 し て い る 。 膝 蓋 靭 帯 １ ８ に 連 結 さ れ て い る 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 部 分 が 、 膝 蓋 靭 帯 １ ８ が そ
れ に 連 結 さ れ た ま ま で あ る よ う に 、 持 ち 上 げ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 に 、 図 ２ は 、 脛 骨 ２ ２ の 基 端 部 の 側 面 図 を 示 す 。 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 末 端 部 ３ ０ は 、 持 ち
上 げ ら れ て い る 。 一 方 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 基 端 部 ３ ２ は 、 脛 骨 ２ ２ と 一 体 に な っ た ま ま で あ
る 。 膝 蓋 靭 帯 １ ８ は 、 膝 蓋 靭 帯 １ ８ の 末 端 部 が 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 末 端 部 ３ ０ と 連 結 し て 自 由
に 持 ち 上 げ ら れ 得 る よ う に 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 基 端 部 ３ ２ か ら 切 開 さ れ る 。 １ つ の 実 施 態 様
に お い て 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 末 端 部 ３ ０ は 、 膝 蓋 靭 帯 １ ８ 及 び 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 中 心 の 中 央 外
側 幅 の 約 １ ／ ３ か ら １ ／ ２ が 脛 骨 ２ ２ の 基 端 部 か ら 骨 切 り さ れ る よ う な や り 方 で 大 き さ が
定 ま る 。 し た が っ て 、 膝 蓋 靭 帯 １ ８ の 末 端 接 触 面 の 約 １ ／ ３ か ら １ ／ ２ は 、 脛 骨 粗 面 ２ ０
の 末 端 部 ３ ０ に 連 結 さ れ た ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 脛 骨 ２ ２ は 、 前 面 切 断 面 ３ ４ を 有 す る 。 図 ２ に 描 か れ て い る 脛 骨 ２ ２ の 側 面 図 を 参 照 す
る と 、 切 断 面 ３ ４ は 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 基 端 部 ３ ２ の 末 端 部 に 形 成 さ れ て い る 略 弓 形 の く り
ぬ き 部 分 ３ ６ を 含 ん で い る 。 切 断 面 ３ ４ の 結 果 と し て 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 基 端 部 ３ ２ は 、 末
端 に 突 出 す る 前 面 隆 起 ４ ２ で 終 わ っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 切 断 面 ３ ４ は 、 ま た 、 く り ぬ き 部 分 ３ ６ か ら 脛 骨 ２ ２ の 前 縁 ４ ０ に 向 け て 延 在 す る 末 端
に 傾 斜 す る 部 分 ３ ８ を 含 ん で い る 。 切 断 面 ３ ４ は 、 ポ ケ ッ ト ３ ５ の 境 界 を 部 分 的 に 定 め 、
従 来 の ト ラ ン プ カ ー ド に 描 か れ る ハ ー ト を 垂 直 に 半 分 に 切 っ た 構 図 に 類 似 し た 、 基 端 部 か
ら 末 端 部 に 延 在 す る 平 面 に 沿 っ た 横 形 状 を 有 す る 。 滑 ら か な ハ ー ト を 半 分 に 切 っ た 形 状 を
形 成 す る の と は 対 照 的 に 、 切 断 面 ３ ４ は 、 ま た 、 典 型 的 に は ９ ０ 度 又 は そ れ 以 下 の 、 鋭 く
又 は わ ず か に 丸 み を 帯 び た 内 角 を 形 成 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ３ に 描 か れ る よ う に 、 切 断 面 ３ ４ は 、 ま た 、 前 面 か ら 背 面 に 延 在 す る 平 面 に 沿 っ た 略
楔 形 を し た 横 形 状 を 有 す る 。 特 に 、 切 断 面 ３ ４ は 、 各 々 が 垂 直 正 中 線 ２ ８ に お い て 交 差 す
る よ う に 、 内 側 に 向 か っ て 傾 斜 す る 外 側 ２ ４ と 対 向 す る 内 側 ２ ６ か ら な る 。 １ つ の 実 施 態
様 に お い て 、 外 側 ２ ４ と 内 側 ２ ６ と の 間 の 内 角 θ は 、 約 ６ ０ ° か ら 約 １ ２ ０ ° よ り 好 ま し
く は ８ ０ ° か ら １ ０ ０ ° の 範 囲 内 に あ る 。 別 の 実 施 態 様 に お い て は 、 切 断 面 ３ ４ は 、 中 央
外 側 に 延 在 す る 略 平 面 で あ っ て も よ い し 、 丸 み を 帯 び た 溝 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 持 ち 上 げ ら れ て い る 末 端 部 ３ ０ は 、 切 断 面 ３ ４ を 相 補 す る 切 断 面 ４ ６ を
有 す る 。 以 下 に よ り 詳 細 に 言 及 さ れ る よ う に 、 切 断 面 ３ ４ 及 び ４ ６ の 形 状 の 利 点 の １ つ は
、 一 度 処 置 が 完 了 す る と 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 末 端 部 ３ ０ が ポ ケ ッ ト ３ ５ 内 に 容 易 に 再 度 挿 入
さ れ る こ と に あ る 。 く り ぬ き 面 ３ ６ と 相 補 的 に 結 合 す る こ と は 、 末 端 部 分 ３ ０ が 膝 蓋 靭 帯
１ ８ に よ り 基 部 の 近 く に 引 っ 張 ら れ る と き 、 末 端 部 分 ３ ０ を ポ ケ ッ ト ３ ５ 内 に 閉 じ 込 め る
の に 役 立 つ 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 末 端 部 ３ ０ は 、 多 く の 異 な る 技 術 を 使 っ て 持 ち 上 げ ら れ 得 る 。 限 定 す る
も の で は な い が 、 一 例 と し て 、 本 発 明 の 特 徴 を 含 む ダ イ ・ カ ッ タ ー ５ ０ の １ 実 施 態 様 が 図
４ に 描 か れ て い る 。 ダ イ ・ カ ッ タ ー ５ ０ は 、 略 箱 型 形 状 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ ５ ２ を 備 え て
い る 。 ハ ウ ジ ン グ ５ ２ は 、 前 面 ５ ６ 及 び 対 向 す る 背 面 ５ ７ 及 び 前 面 ５ ６ と 背 面 ５ ７ の 間 に
延 在 す る 側 面 ５ ８ 及 び ６ ０ を 有 す る 。 頂 面 ５ ４ 及 び 対 向 す る 底 面 ５ ５ が 、 ま た 、 面 ５ ６ と
５ ７ の 間 に 延 在 す る 。 ハ ウ ジ ン グ ５ ２ は 、 室 ６ ２ の 境 界 を 定 め て い る 。 室 ６ ２ は 、 前 面 ５
２ に 形 成 さ れ て い る 細 長 い ス ロ ッ ト ６ ４ 及 び 各 側 面 ５ ８ 及 び ６ ０ に 形 成 さ れ て い る 開 口 ６
６ を 介 し て 外 部 に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 取 っ 手 ６ ８ が 、 ハ ウ ジ ン グ ５ ２ の 頂 面 ５ ４ か ら 外 側 に 突 出 し て い る 。 ネ ジ を 切 ら れ た 位
置 合 わ せ 用 ボ ル ト ６ ９ は 、 ハ ウ ジ ン グ ５ ２ の 前 面 ５ ６ を 越 え て 中 心 に 突 出 す る よ う に 、 取
っ 手 ６ ８ 及 び ハ ウ ジ ン グ ５ ２ の 一 部 を 貫 通 し て い る 。 位 置 合 わ せ 用 ボ ル ト ６ ９ の 選 択 的 回
転 が ハ ウ ジ ン グ ５ ２ の 前 面 ５ ６ を 越 え て 位 置 合 わ せ 用 ボ ル ト ６ ９ の 選 択 的 位 置 決 め を 容 易
に す る よ う に 、 位 置 合 わ せ 用 ボ ル ト ６ ９ は 、 取 っ 手 ６ ８ 及 び ／ 又 は ハ ウ ジ ン グ ５ ２ と ネ ジ
係 合 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 対 の 並 進 移 動 ア ー ム ７ ０ 及 び ７ ２ が 、 ハ ウ ジ ン グ ５ ２ の 室 ６ ２ 内 に 一 部 配 置 さ れ て い
る 。 図 ５ に 描 か れ て い る よ う に 、 並 進 移 動 ア ー ム ７ ０ 及 び ７ ２ そ れ ぞ れ は 、 末 端 部 ７ ４ 及
び 対 向 す る 基 端 部 ７ ６ を 有 す る 。 本 発 明 の １ つ の 実 施 態 用 に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 並 進
移 動 ア ー ム ７ ０ 、 ７ ２ の 少 な く と も 一 方 を 他 方 に 向 け て 選 択 的 に 前 進 さ せ る 手 段 が 設 け ら
れ て い る 。 限 定 す る も の で は な い が 、 一 例 と し て 、 シ ャ フ ト ７ ８ は 、 そ の 両 端 に 沿 っ て 形
成 さ れ て い る ネ ジ 山 を 有 す る 。 該 ネ ジ 山 は 、 反 対 方 向 を 向 い て い る 。 並 進 移 動 ア ー ム ７ ０
及 び ７ ２ そ れ ぞ れ は 、 シ ャ フ ト ７ ８ の 対 応 す る 端 部 に ネ ジ を 切 ら れ て い る 。 し た が っ て 、
シ ャ フ ト ７ ８ の 選 択 的 回 転 は 、 並 進 移 動 ア ー ム ７ ０ 、 ７ ２ を 寄 せ る か 離 す か ど ち ら か を 行
な わ せ る 。 ソ ケ ッ ト ８ ３ が 、 シ ャ フ ト ７ ８ の 両 端 面 に 形 成 さ れ て い る 。 シ ャ フ ト ７ ８ は 、
ド リ ル ・ ビ ッ ト の よ う な 工 具 を 、 ハ ウ ジ ン グ ５ ２ の 開 口 ６ ６ （ 図 ４ ） を 通 し 、 シ ャ フ ト ７
８ の ソ ケ ッ ト ８ ３ 内 に 挿 入 す る こ と に よ り 、 選 択 的 に 回 転 さ れ る 。 し た が っ て 、 工 具 の 回
転 が 、 シ ャ フ ト ７ ８ の 回 転 を 助 け る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 選 択 的 に 前 進 さ せ る 手 段 の た め の 別 の 実 施 態 様 に お い て は 、 シ ャ フ ト ７ ８ が い ろ い ろ な
そ の 他 の 従 来 の ネ ジ を 切 ら れ た シ ャ フ ト 又 は ボ ル ト 機 構 と 置 き 換 え ら れ て も よ い こ と が 理
解 さ れ る 。 さ ら に 、 シ ャ フ ト ７ ８ は 、 細 長 い 梃 子 を 利 用 し て い る 取 っ 手 、 又 は 、 並 進 移 動
ア ー ム ７ ０ 、 ７ ２ の 手 動 移 動 を 容 易 に す る そ の 他 の 従 来 装 置 と 置 き 換 え ら れ て も よ い 。 さ
ら に 別 の 実 施 態 様 で は 、 並 進 移 動 ア ー ム ７ ０ 、 ７ ２ の 移 動 に 対 し て 油 圧 式 、 空 圧 式 、 又 は
電 気 式 機 構 が 使 用 さ れ て も よ い こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 複 数 の 相 隔 た る 軌 条 （ rail） ７ ９ が 、 各 並 進 移 動 ア ー ム ７ ０ 、 ７ ２ の 各 側 部 か ら 外 側 に
向 か っ て 突 出 し て い る 。 軌 条 ７ ９ は 、 ハ ウ ジ ン グ ５ ２ の 内 側 に 形 成 さ れ て い る 相 補 軌 条 ９
２ と か み 合 っ て い る 。 軌 条 ７ ９ と ９ ２ の か み 合 い は 、 並 進 移 動 ア ー ム ７ ０ 、 ７ ２ が 移 動 中
一 直 線 上 に 維 持 さ れ る こ と を 確 保 す る の に 役 立 つ 。 並 進 移 動 ア ー ム ７ ０ 、 ７ ２ の 適 切 な 配
列 は 、 並 進 移 動 ア ー ム ７ ０ 、 ７ ２ そ れ ぞ れ を 通 っ て 摺 動 可 能 に 延 在 す る ピ ン ７ ５ に よ り さ
ら に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ に 戻 っ て 、 各 並 進 移 動 ア ー ム ７ ０ 、 ７ ２ の 末 端 部 ７ ４ は 、 ス ロ ッ ト ６ ４ を 貫 通 し て
室 ６ ２ の 外 側 に 延 在 す る 。 外 側 に 傾 斜 す る ヘ ッ ド ・ プ レ ー ト ８ ０ が 、 並 進 移 動 ア ー ム ７ ０
、 ７ ２ そ れ ぞ れ の 末 端 部 ７ ４ に 取 り 付 け ら れ る 。 各 ヘ ッ ド ・ プ レ ー ト ８ ０ は 、 そ の 上 に 形
成 さ れ て い る く り ぬ き 係 合 ス ロ ッ ト ８ ２ を 持 つ 内 面 ８ １ を 有 す る 。 内 面 ８ １ 各 々 は 、 対 応
す る 平 面 に 配 置 さ れ て い る 。 該 平 面 は 、 切 断 面 ３ ４ に 形 成 さ れ て い る 角 度 θ に 略 等 し い 内
角 を 形 成 す る よ う に 交 差 し て い る 。 ダ イ ８ ４ が 、 各 ス ロ ッ ト ８ ２ 内 に 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ
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て い る 。 ダ イ ８ ４ そ れ ぞ れ は 、 ス ロ ッ ト ８ ２ 内 に 摺 動 可 能 に 係 合 さ れ る こ と に よ り 、 対 応
す る ヘ ッ ド ・ プ レ ー ト ８ ０ に 連 結 さ れ て い る 台 座 （ base） ８ ６ を 有 す る 。 結 果 と し て 、 ダ
イ ８ ４ は 、 新 し い ダ イ 又 は 別 の 形 状 を 有 す る ダ イ と 容 易 に 取 り 替 え ら れ る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 刃 （ blade） ８ ８ が 、 対 応 す る ヘ ッ ド ・ プ レ ー ト ８ ０ の 内 面 ８ １ か ら 直 角 に 延 在 す る よ
う に 、 各 台 座 ８ ６ か ら 外 側 に 向 け て 突 出 し て い る 。 刃 ８ ８ 各 々 は 、 尖 っ た 自 由 端 縁 ９ ０ に
お い て 終 わ っ て い る 。 各 刃 ８ ８ 及 び 対 応 す る 尖 っ た 端 縁 ９ ０ は 、 上 記 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 切 断
面 ３ ４ の 輪 郭 と 同 じ 形 状 で あ る 輪 郭 を 有 す る 。 刃 ８ ８ は 、 交 差 角 度 で 対 向 し て 向 き 合 う よ
う に 、 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 シ ャ フ ト ７ ８ が 選 択 的 に 回 転 さ れ る と 、 並 進 移 動 ア
ー ム ７ ０ 、 ７ ２ は 、 尖 っ た 端 縁 ９ ０ を 一 緒 に 結 合 さ せ る よ う に 寄 り 合 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 使 用 中 に 、 一 度 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ が 上 記 し た よ う に さ ら さ れ る と 、 ダ イ ・ カ ッ タ ー ５ ０ は
、 ダ イ ８ ４ が 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 外 側 及 び 内 側 に 位 置 決 め さ れ る よ う に 、 位 置 決 め さ れ る 。 ボ
ル ト ６ ９ の 自 由 端 は 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 前 面 に 支 え ら れ て お り 、 ダ イ ８ ４ の 適 切 な 位 置 決 め
を 容 易 に す る の に 役 立 つ 。 こ の 点 で 、 ボ ル ト ６ ９ は 、 ス ペ ー サ と し て 機 能 す る 。 別 の 実 施
態 様 で は 、 ボ ル ト ６ ９ は 、 選 択 的 に 空 間 調 整 が で き る い ろ い ろ な そ の ほ か の 機 構 と 取 り 替
え ら れ て も よ い 。 例 え ば 、 棒 や ク ラ ン プ 形 状 が 使 用 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 端 、 ダ イ ・ カ ッ タ ー ５ ０ が 適 切 に 位 置 決 め さ れ る と 、 シ ャ フ ト ７ ８ が 、 例 え ば 、 ド リ
ル を 使 用 す る こ と に よ り 、 選 択 的 に 回 転 さ れ る 。 そ れ で 、 並 進 移 動 ア ー ム ７ ０ 、 ７ ２ は 、
共 に 前 進 す る 。 そ の よ う に 動 作 す る こ と で 、 ダ イ ８ ４ は 、 外 側 に 沿 っ て 及 び 内 側 に 沿 っ て
脛 骨 粗 面 ２ ０ の 中 に 入 り 込 む 。 ダ イ ８ ４ は 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 末 端 部 ３ ０ が そ の 基 端 部 ３ ２
か ら 切 り 離 さ れ る ま で 前 進 し 続 け る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の プ ロ セ ス を 使 用 す る 利 点 の １ つ は 、 ダ イ ８ ４ が 骨 の 損 失 が 最 も 少 な く 、 非 常 に き れ
い な 切 断 面 ３ ４ 及 び ４ ６ を 生 成 す る こ と に あ る 。 結 果 と し て 、 一 度 、 次 の 外 科 的 処 置 が 完
了 す る と 、 末 端 部 ３ ０ は 、 精 密 嵌 合 に よ り ポ ケ ッ ト ３ ５ 内 に 戻 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。
脛 骨 粗 面 ２ ０ の 選 択 的 ダ イ 切 断 に 対 し 、 ダ イ ・ カ ッ タ ー の い ろ い ろ な 別 の 形 状 が 使 用 さ れ
得 る こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 脛 骨 粗 面 ２ ０ を 切 断 す る ダ イ と 対 照 的 に 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 末 端 部 ３ ０ は 、 ま た 、 鋸 歯 を
用 い て 持 ち 上 げ ら れ て も よ い 。 例 え ば 、 案 内 装 置 １ ０ ０ が 、 図 ６ － ８ に 描 か れ て い る 。 案
内 装 置 １ ０ ０ は 、 前 面 １ ０ ４ 及 び 対 向 す る 背 面 １ ０ ６ を 有 す る 中 央 プ レ ー ト １ ０ ２ を 備 え
て い る 。 前 面 １ ０ ４ 及 び 背 面 １ ０ ６ 各 々 は 、 対 向 す る 側 部 １ ０ ８ 及 び １ １ ０ の 間 に 延 在 し
て い る 。 複 数 の 通 路 １ １ ２ が 、 前 面 １ ０ ４ と 背 面 １ ０ ６ の 間 に 延 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ の 側 部 ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ 及 び 第 ２ の 側 部 ハ ウ ジ ン グ １ １ ６ が 、 そ れ ぞ れ 、 中 央 プ レ
ー ト １ ０ ２ の 側 部 １ ０ ８ 及 び １ １ ０ に 形 成 さ れ て い る 。 両 側 の 側 部 ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ 及 び
１ １ ６ は 、 中 央 プ レ ー ト １ ０ ２ の 前 面 １ ０ ４ を 越 え て 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 側
部 ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ 及 び １ １ ６ 各 々 は 、 内 面 １ １ ８ 及 び 対 向 す る 外 面 １ ２ ０ を 有 し て い る
。 空 洞 １ ２ ２ が 、 側 部 ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ 及 び １ １ ６ を 貫 通 し て 、 面 １ １ ８ 及 び １ ２ ０ の 間
に 延 在 し て い る 。 第 １ の テ ン プ レ ー ト １ ２ ４ が 、 側 部 ハ ウ ジ ン グ １ １ ４ の 空 洞 １ ２ ２ 内 に
取 り 外 し 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ の テ ン プ レ ー ト １ ２ ６ は 、 側 部 ハ ウ ジ ン グ １ １ ６ の
空 洞 １ ２ ２ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 各 テ ン プ レ ー ト １ ２ ４ 及 び １ ２ ６ は 、 内 面 １ ２ ８ 及 び 対
向 す る 外 面 １ ３ ０ を 含 む 略 箱 型 形 状 を 有 し て い る 。 テ ン プ レ ー ト １ ２ ４ 及 び １ ２ ６ の 内 面
１ ２ ８ は 、 対 応 す る 平 面 内 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。 該 平 面 は 、 切 断 面 ３ ４ に 形 成 さ れ
る 角 度 θ に 略 等 し い 内 角 を 形 成 す る よ う に 交 差 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 案 内 ス ロ ッ ト １ ３ ２ が 、 テ ン プ レ ー ト １ ２ ４ 及 び １ ２ ６ 各 々 を 貫 通 し て 、 内 面 １ ２ ８ 及
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び 外 面 １ ３ ０ の 間 に 延 在 し て い る 。 各 案 内 ス ロ ッ ト １ ３ ２ は 、 切 断 面 ３ ４ の 輪 郭 を 相 補 す
る 形 状 を 有 し 、 内 面 １ ２ ８ に 直 角 を な す 方 向 に テ ン プ レ ー ト １ ２ ４ 及 び １ ２ ６ を 貫 通 し て
延 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 使 用 中 、 一 端 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ が さ ら さ れ る と 、 中 央 プ レ ー ト １ ０ ２ の 前 面 １ ０ ４ が 、 テ
ン プ レ ー ト １ ２ ４ 及 び １ ２ ６ が 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 外 側 及 び 内 側 に 配 置 さ れ る よ う に 、 脛 骨 粗
面 ２ ０ の 前 面 に 片 寄 せ ら れ る 。 案 内 用 ス ロ ッ ト １ ３ ２ は 、 持 ち 上 げ ら れ る 脛 骨 粗 面 ２ ０ の
末 端 部 ３ ０ と 一 致 す る 。 一 度 、 案 内 装 置 １ ０ ０ が 、 適 切 に 位 置 決 め さ れ 、 固 定 さ れ る と 、
ネ ジ 、 釘 な ど の よ う な 固 定 具 が 、 案 内 装 置 １ ０ ０ を 脛 骨 ２ ２ に し っ か り 保 つ よ う に 、 通 路
１ １ ２ を 通 っ て 、 脛 骨 ２ ２ に 入 る 。 通 路 １ １ ２ は 、 そ こ を 通 っ て 延 在 す る 固 定 具 が 、 持 ち
上 げ ら れ る べ き 末 端 部 ３ ０ の 外 側 の 脛 骨 ２ ２ の 部 分 に 延 在 す る よ う に 傾 斜 さ せ ら れ て い る
こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 端 、 案 内 装 置 １ ０ ０ が 、 所 定 の 位 置 に 位 置 決 め さ れ る と 、 鋸 歯 １ ４ ０ が 、 外 面 １ ３ ０
か ら 内 面 １ ２ ８ へ 、 テ ン プ レ ー ト １ ２ ４ の 案 内 ス ロ ッ ト １ ３ ２ を 貫 通 さ れ る 。 鋸 歯 １ ４ ０
は 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ 内 に 途 中 ま で 入 り 込 む よ う に 、 往 復 的 に 動 か さ れ る 。 一 端 、 往 復 す る 鋸
歯 １ ４ ０ が 案 内 ス ロ ッ ト １ ３ ２ に 沿 う 移 動 を 完 了 す る と 、 鋸 歯 １ ４ ０ は 、 テ ン プ レ ー ト １
２ ６ に 移 さ れ 、 そ の 案 内 ス ロ ッ ト １ ３ ２ に 貫 通 さ れ る 。 そ の 後 、 作 業 が 繰 り 返 さ れ る 。 一
度 、 両 方 の 切 断 が 実 行 さ れ る と 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 末 端 部 ３ ０ は 、 脛 骨 ２ ２ の 残 っ た 部 分 か
ら 自 由 に 取 り 除 き 可 能 と な る 。 こ の と き 、 固 定 具 は 、 案 内 装 置 １ ０ ０ と 共 に 取 り 除 か れ る
。 ダ イ ・ カ ッ タ ー ５ ０ と 同 様 に 、 案 内 装 置 １ ０ ０ は 、 い ろ い ろ な 別 の 形 状 で 提 供 さ れ 得 る
こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 一 度 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 末 端 部 ３ ０ が 、 持 ち 上 げ ら れ る と 、 膝 蓋 靭 帯
１ ８ が 基 部 近 く に 後 退 し 、 そ れ に よ っ て 、 膝 関 節 を 露 わ に す る 。 一 端 、 膝 関 節 が 露 わ に さ
れ る と 、 膝 全 体 ま た は 一 部 の 関 節 形 成 の よ う な 、 膝 に 関 係 す る 外 科 的 処 置 が い く ら で も 実
行 さ れ 得 る 。 図 ２ に 戻 っ て 、 外 科 的 処 置 の 完 了 時 に 、 膝 蓋 靭 帯 １ ８ は 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 末
端 部 ３ ０ を ポ ケ ッ ト ３ ５ 内 に 戻 し て 挿 入 す る こ と に よ り 、 所 定 の 位 置 に 戻 っ て 固 定 さ れ る
。 く り ぬ き 部 分 ３ ６ の 結 果 と し て 、 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 末 端 部 ３ ０ は 、 ポ ケ ッ ト ３ ５ 内 に 自 動
的 に 閉 じ 込 め ら れ る 。 し か し な が ら 、 必 要 に 応 じ て 、 い ろ い ろ な タ イ プ の 従 来 の 骨 留 め 具
が 、 ポ ケ ッ ト ３ ５ 内 に 脛 骨 粗 面 ２ ０ の 末 端 部 ３ ０ を さ ら に 固 定 す る た め に 、 使 用 さ れ 得 る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は 、 そ の 精 神 ま た は 本 質 的 特 徴 か ら 外 れ る こ と な く 、 別 の 具 体 的 な 形 で 表 現 さ れ
て も よ い 。 上 記 実 施 態 様 は 、 あ ら ゆ る 点 で 、 単 な る 例 示 で あ っ て 、 限 定 的 な も の で は な い
こ と が 考 慮 さ れ る べ き で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 範 囲 は 、 上 記 記 載 に よ る の で は な く
、 添 付 さ れ て い る ク レ ー ム に よ り 示 さ れ て い る 。 ク レ ー ム の 意 味 及 び ク レ ー ム と 均 等 の 範
囲 内 に 入 る あ ら ゆ る 変 更 が 、 そ の 範 囲 内 に 含 ま れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 曲 が っ て い る 位 置 に あ る 脚 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 取 り 除 か れ る 脛 骨 結 節 の 部 分 を 持 つ 図 １ に 示 さ れ る 脚 の 脛 骨 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 さ れ る 脛 骨 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ダ イ ・ カ ッ タ ー の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 さ れ る ダ イ ・ カ ッ タ ー の ア ー ム 組 立 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 案 内 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 さ れ る 案 内 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ に 示 さ れ る 案 内 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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